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いいやま

『雪掘りとうど塾』

大勢の皆様にご参加

いただきました

携帯電話でアクセス

初めての「かんじき」に挑戦

　

10
月

〜
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ
し
て
〜

　
『
見
守
り
と
う
ど
衆
』
の
役
割
・
研
修
会

た
だ
く
な
ど
。

　

無
理
の
な
い
活
動
か
ら
隣
近

所
の
絆
や
お
互
い
に
見
守
り
や

助
け
合
え
る
関
係
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
、
今
後
一
層
隣
近
所

の
助
け
合
い
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
毎

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
隣
近
所
で
助
け
合
い
な

が
ら
、
福
祉
の
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
、﹃
見
守
り
と
う
ど

（
田
人
）
衆
﹄
の
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
住
民

の
助
け
合
い
や
交
流
の
輪
を
広

げ
、
共
に
支
え
合
う
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
お
り
、
市
内
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
、
各
区
の

隣
組
長
な
ど
約
１
２
０
０
名
程

の
大
勢
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
の
役
割
は

●
見
守
り
活
動

　
日
常
的
な
関
わ
り
を
大
切
に

す
る
中
か
ら
、「
一
人
暮
ら
し
の

お
宅
が
夜
に
な
っ
て
も
電
気
が

つ
か
な
い
」、「
何
日
も
新
聞
が

取
り
込
ん
で
い
な
い
」
な
ど
何

か
お
気
付
き
の
場
合
は
、
区
長

や
民
生
委
員
に
連
絡
を
し
て
い

年
、﹃
見
守
り
と
う
ど
衆
研
修

会
﹄
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
誘
い
合
わ

せ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10
月

　　『見守りとうど衆研修会』
◆日　時：3月 3日（日）午後1時 30分～ 4時 00分
◆会　場：飯山市公民館　２階講堂　◆参加費：無料
◆内　容  
　【講師】　宮本　みち子氏（放送大学 教養学部教授）
　略歴：1947年（昭和 22年）長野県松本市生まれ

　東京教育大学（現・筑波大学）文学部経済学専攻卒業

　東京教育大学（現・筑波大学）文学部社会学専攻卒業

　お茶の水女子大学大学院家政学研究科修士課程修了

　千葉大学教授、ケンブリッジ大学社会政治学部客員研究員を

   経て現職、社会学博士

　【演題】　「無縁化する社会をどう超えるか」
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２
月
２
日
（
土
）
～
３
日
（
日
）

に
か
け
て
「
雪
掘
り
と
う
ど
塾
」

を
秋
津
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
で
７
回
目
に
な
る
「
雪

掘
り
と
う
ど
塾
」
に
、
県
内
外

か
ら
21
名
の
参
加
者
と
秋
津
地

区
の
協
力
者
・
み
ゆ
き
野
青
年

会
議
所
の
方
・
地
元
協
力
者
等

30
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
（
土
）
は
、
雪
に
関
す

る
知
識
や
除
雪
道
具
等
の
使
い

方
な
ど
を
学
び
、
実
際
に
道
具

を
使
い
な
が
ら
遊
び
も
交
え
て

体
験
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
夕
食
交
流
会
を

行
い
、
参
加
者
と
地
元
の
皆
さ

ん
と
和
気
藹
々
に
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

３
日
（
日
）
は
、
秋
津
地
区

内
の
世
帯
９
件
の
除
雪
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

活
動
終
了
後
、
秋
津
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
で
修
了
証
の
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
に
雪

掘
り
を
通
じ
て
地
元
の
方
が
日

常
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
経

験
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。」

「
地
元
の
指
南
役
の
皆
さ
ん
と
楽

し
く
交
流
で
き
、
雪
に
関
す
る

お
話
な
ど
も
聞
け
て
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
飯
山

に
来
た
い
で
す
。」
な
ど
の
声
が

　
～
今
年
は
秋
津
地
区
を
会
場
に
県
内
外
か
ら
大
勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
～

 　
雪
掘
り
と
う
ど
塾　
開
催

～
災
害
時
に
お
け
る
区
内
の
助
け
合
い
～

　
『
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
り
ま
せ
ん
か

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、「
災
害
時
住
民
支
え
合

い
マ
ッ
プ
作
成
事
業
」
の
取
組

み
を
市
内
各
地
区
で
進
め
て
お

り
、
現
在
市
内
52
区
が
作
成
済

み
で
す
。

　
マ
ッ
プ
作
成
に
あ
た
っ
て
の

流
れ
は
ま
ず
、
①
自
主
防
災
組

織
を
結
成
し
ま
す
。
地
区
内
の

災
害
時
要
援
護
者
の
把
握
に

つ
い
て
は
、
自
主
防
災
組
織
会

長
（
区
長
様
名
）
に
て
、
②
本

人
の
意
向
確
認
（
申
請
書
兼
台

帳
）
の
用
紙
を
全
世
帯
に
配
布

し
て
、
登
載
希
望
世
帯
に
記
入

し
て
い
た
だ
き
、
組
長
様
に
回

収
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
雪
掘
り
と
う
ど
塾
」

開
催
に
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

③
区
内
関
係
者
が
集
ま
り

マ
ッ
プ
作
成
に
な
り
ま
す
。
作

成
の
際
に
は
、
担
当
者
が
区
に

お
伺
い
し
、
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
作
成
に
必
要
な
地
図

や
備
品
に
つ
い
て
は
、
市
や
社

会
福
祉
協
議
会
で
用
意
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
区
内
で
災
害

マ
ッ
プ
作
成
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　

お
問
合
せ
や
相
談
に
つ
い
て

は
、
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

電
話　

62
・
２
８
４
０

中町（秋津地区）の様子

雪合戦に参加者大興奮でした

秋津地区 関実行委員長よりあいさつ

一人ひとりに修了証が手渡されました
各班に分かれ除雪活動が行われました
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　総合相談事業のお知らせ
　飯山市社会福祉協議会では、下記のとおり相談事業を行っています。
　【総 合 相 談】　平成 25年 3月 21日（木）　 午前 9時～午後 3時
　　　　　　　　　午後は、弁護士による無料相談があります。
　【ふれあい相談】（毎週水曜日 午前 9時～ 12時）　※こちらは要予約
　　　　　　　　　飯山市福祉センター（本町）へお越しください。

総合相談事業
　飯山市社会福祉協議会では、下記のとおり相談事業を行っています。
知

お知らせと募集
この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、☎62-2840まで

　　車いす移送用車両、車いすの貸出しを行っています！
　飯山市社会福祉協議会では、車いすのまま乗車できる車両（普通車・軽自動車ともに4WD）の貸
出しを行っています。通院等でご利用いただけます。
　費用については無料ですが、燃料費のみ実費相当額をいただきます。
　また、車いすについても無料で貸出しを行っておりますのでお気軽にご相談下さい。

　　車いす移送用車両、車いすの貸出しを行っています！
飯山市社会福祉協議会では、車いすのまま乗車できる車両（普通車・軽自動車ともに4WD）の貸

　　車いす移送用車両、車いすの貸出しを行っています！知

 
生
活
福
祉
資
金
の
ご
案
内

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
長
野
県
社
会
福
祉
協

議
会
の
委
託
を
受
け
て
「
生

活
福
祉
資
金
」
貸
付
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
付
対
象
は
、
低
所
得
世

帯
、
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い

者
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

資
金
の
種
類
は
、
状
況
に

よ
っ
て
様
々
ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
審
査
を
受
け
て
、
貸
付
条

件
が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
決
定

と
な
り
ま
す
。

　

貸
付
の
相
談
は
、
随
時
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
飯
山
市
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

【貸付種類】
１　総合支援資金（無利子又は年 1.5％）
　◆生活支援費（２人以上）　月／ 20 万円以内
　　　　　　　 （単身世帯）　月／ 15 万円以内
　◆住宅入居費　　　40 万円以内
　◆一時生活再建費　60 万円以内
２　福祉資金（無利子又は年 1.5％）
　◆福祉費　　※ 13 項目　詳細はお問合せ下さい。
　◆緊急小口資金　　10 万円以内
３　教育支援資金（無利子）
　◆教育支援費　　（高校） 月／ 3.5 万円以内
　　　　　　　　　（高専） 月／ 6.0 万円以内
　　　　　　　　　（短大） 月／ 6.0 万円以内
　　　　　　　　　（大学） 月／ 6.5 万円以内
　◆就学支度費　　50 万円以内
４　不動産担保型生活資金（利子 3.0％又は長期ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いずれか低い利率）
　◆不動産担保型生活資金
　　土地評価額の 7 割程度。月 /30 万円以内
　◆要保護世帯向け不動産担保型生活資金
　　土地評価額の 7 割程度。貸付基本額の範囲内（生活扶助額
　　1.5 倍以内）

軽自動車タイプの福祉車両です

普通車タイプ（ストレッチャー可）
車いす



施設名等 ご 芳 名 内 容 等

常岩の里
ながみね

上松 潤 様 飾り花ｻｰｸﾙﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

メアリークリフト 様
活動支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

余暇支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ピータークリフト 様 余暇支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

飯山学園

ピータークリフト 様 英会話、ピアノ
カヌー　各ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱメアリークリフト 様

ナルク飯山 様
日中保育

更生保護女性会 様

今井 和浩 様 各種修理ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ他

デイサービス瑞穂
飯山傾聴の会　斉藤 様 傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

湯の入荘仲良しクラブ 様 日本舞踊

デイサービス常盤
清水 まなみ 様 施設ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

戸狩保育園 様 20 名 交流

デイサービス外様
傾聴の会 様 3 名 傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

佐藤　澄夫 様 ﾊｰﾓﾆｶ演奏、合唱
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平成２４年１２月２１日～平成２５年１月２０日分

・
雪
国
で　

か
ま
く
ら
作
り　

酒
を
く
む

・
早
朝
に　

ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
の　

北
の
は
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

飯
山　

石
沢　

タ
ツ
エ

・
夕
暮
に　

か
げ
れ
る
山
の
端　

鎮
ま
り
て

　
　
　
　
　
　

白
き
三
日
月　

中
空
に
浮
く

・
冷
え
冷
え
と　

山
の
香
含
み
て　

寄
す
る
風

　
　
　
　
　
　

晩
秋
の
静
寂　

庭
に
わ
が
を
り

・
健
や
か
に　

す
ぎ
こ
し
頃
は　

な
ほ
ざ
り
に

　
　
　
　
　
　

思
ひ
し
娘
の　

か
か
る
優
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

  

飯
山　

丸

山　

昌

・
穏
か
に　

三
ヶ
日
過
ぎ　

今
年
は

　
　
　
　
　

巳
年
の
え
と　

平
和
願
い
ぬ

・
大
寒
に　

入
り
て
寝
床
の　

ぬ
く
も
り
を

　
　
　
　
　

名
残
り
お
し
く
て　

も
ぐ
り
こ
む
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

常
盤　

金
井　

幸
子

・
寒
明
け
を　

体
を
守
り　

無
理
を
さ
け

　
　
　
　
　

暖
か
な
日
を　

寝
て
待
ち
望
む

・
新
し
い　

年
を
迎
え
て　

身
も
心

　
　
　
　
　

切
り
替
え
よ
う　

思
い
な
が
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

飯
山　

植

中

昌

子

・
自
分
ら
し
く　

光
ろ
う
旅
は　

も
う
暮
色　

・
灯
消
し
て　

今
日
一
日
を　

巻
き
戻
す

・
リ
サ
イ
ク
ル　

で
き
ぬ
体
を　

も
て
あ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

常
盤　

小

野

し

ま

・
平
凡
で　

満
足
三
度
の　

箸
そ
ろ
う　

・
求
め
合
う　

集
い
へ
虹
の　

環
が
か
こ
む

・
節
く
れ
た　

十
指
話
題
を　

ま
だ
拾
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
盤　

上
原 

み
つ
枝

ご寄付・ご訪問
いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご芳名 物　 品・ 金　 額 備 考

あけぼの会 様
くず入れ 善意銀行へ市村 元子 様

牧野 キヨノ 様
飯山市老人ｸﾗﾌﾞ
連合会 様 127,875 円 老人福祉センター湯の入荘へ

ご　訪　問
施設名等 ご 芳 名 内 容 等

湯の入荘

温森の会 様 8 名様 音楽会

桑原 文廼 様 健康体操（民謡）
月岡 晶 様　月岡 みつえ様
桑原 文廼 様 釜田 利次良 様
武田 清江 様

座布団カバー掛け 2 回

こはる日の会 様 2 名様 腹話術 2 回

上町児童センター
飯山食文化の会 様 2 名 おやつ作り指導
飯山少年警察ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会員 様

遊びの交流
飯水岳北防犯協会女性部 様

今月 の歌

　飯山市老人クラブ連合会 小林会長様より飯山市
社会福祉協議会 岸田会長へ寄付金 127,875 円が手
渡されました。
　老人クラブ会員のお一人お一人の貴重な浄財本当
にありがとうございました。


